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１ 登校前に「J アラートが作動しミサイル発射情報」が発信された

場合 

   ・市内小・中学校は安全が確認できるまで自宅待機とする。 

   ・テレビやラジオ等で、日本の上空を通過したという情報や、海域に落下

したという情報が発信され、安全が確認された後に登校する。 

   ・休校とする場合には、学校より連絡をする。 

２ 登下校中に「J アラートが作動しミサイル発射情報」が発信され

た場合 

・近くのできるだけ頑丈な建物に入る。 

・物陰に身を隠すか地面に伏せる等の身を守る行動をする。 

３ 登校後に「J アラートが作動しミサイル発射情報」が発信された

場合 

   ・校舎内で机の下に隠れるなど避難行動をとる。 

   ・できるだけ窓から離れる。 

   ・屋外にいる場合は、直ちに近くのできるだけ頑丈な建物（校舎など）に

隠れる。 

４ その他 

   ・あらかじめ避難場所の確認や対処法を確認しておく。 

   ・「J アラート」とは、全国瞬時警報システムのことで、テレビやラジオの

他、携帯電話にエリアメールや緊急速報メールによる情報伝達を住民へ

瞬時に伝達するようになっているものです。 


